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国　税／�10月分源泉所得税の納付� 11月11日
国　税／�所得税予定納税額の減額承認申請�

� 11月15日
国　税／�所得税予定納税額第2期分の納付� 12月2日
国　税／�9月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 12月2日
国　税／�12月、3月、6月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 12月2日
国　税／�3月決算法人の中間申告� 12月2日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 12月2日
地方税／�個人事業税第2期分の納付�

� 都道府県の条例で定める日

11 2019（令和元年）

地方税共通納税システム　複数の地方公共団体や金融機関の窓口へ出向かずに、自宅
や職場のパソコンから一括して個人住民税（特別徴収分・退職所得分）、法人住民税、法
人事業税などの納税ができるシステム。土日祝日等を除き８時30分～24時まで利用でき、
インターネットバンキングやダイレクト納付などにより納税します。

ワン
ポイント

◆  11 月 の 税 務 と 労 務 11月 （霜月）NOVEMBER
3日・文化の日　4日・振替休日　23日・勤労感謝の日

日 月 火 水 木 金 土

※税を考える週間　11月11日〜11月17日
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11月号─4

　役員給与の定期同額給与については、原
則として、毎事業年度一定の時期にしかそ
の額を改定することはできません。しかし、
「経営の状況が著しく悪化したことその他
これに類する理由」（業績悪化改定事由）が
ある場合には減額改定が可能です。業績悪
化改定事由は、経営状況が著しく悪化した
ことなどやむを得ず役員給与を減額せざる
を得ない事情があることをいい、財務諸表
の数値が相当程度悪化したことや倒産の危
機に瀕したことだけではなく、経営状況の
悪化に伴い、第三者である利害関係者との
関係上、役員給与の額を減額せざるを得な
い事情も含まれます。
　したがって、次のような場合の減額改定
は、通常、業績悪化改定事由による改定に
該当します。
①　株主との関係上、業績等の悪化につい

ての経営上の責任から減額せざるを得な
い場合
②　取引銀行との間で行われる借入金返済
のリスケジュールの協議において、減額
せざるを得ない場合
③　業績や財務状況又は資金繰りが悪化し
たため、取引先等の利害関係者からの信
用を維持・確保する必要性から、経営状
況の改善計画が策定され、これに役員給
与の額の減額が盛り込まれた場合
　なお、これらの事例以外の場合であって
も、経営状況の悪化に伴い、第三者である
利害関係者との関係上、役員給与の額を減
額せざるを得ない事情があるときには、減
額改定後の役員給与も定期同額給与に該当
すると考えられます。
　この場合にも、役員給与の額を減額せざ
るを得ない客観的な事情を具体的に説明で
きるようにしておく必要があります。

業績等の悪化により� �
役員給与の額を減額する場合

　法人設立前に経費等が生じた場合、それ
らは設立後の法人の経費等に計上すること
ができるのでしょうか？
　法人の設立期間中に生じた損益は、当該
法人のその設立後最初の事業年度の所得の
金額の計算に含めて申告することができる
こととされています。ただし、設立期間が
その設立に通常要する期間を超えて長期に
わたる場合における当該設立期間中の損益
は含めることができません。
　また、法人が個人事業を引き継いで設立
されたものである場合における当該事業か
ら生じた損益については、個人事業の所得
計算に含めることとなります。なお、法人
の設立のために支出する費用で、法人の負
担に帰すべきものは「創立費」として計上
することができます。

法人設立前に生じた
　　　　　　経費等の取扱い　

相
続
時
精
算
課
税
は
、
贈
与
時
に

贈
与
財
産
に
対
す
る
贈
与
税
を
納
め
、

そ
の
贈
与
者
が
死
亡
し
た
時
に
そ
の

贈
与
財
産
の
贈
与
時
の
価
額
と
相
続

財
産
の
価
額
と
を
合
計
し
た
金
額
を

基
に
計
算
し
た
相
続
税
額
か
ら
、
既

に
納
め
た
贈
与
税
相
当
額
を
控
除
し

て
納
税
を
行
う
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
、相
続
時
精
算
課
税
の
選
択
後
に
、

贈
与
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
相

続
時
精
算
課
税
を
適
用
し
て
贈
与
を

受
け
た
財
産
を
相
続
財
産
に
加
算
し

て
相
続
税
を
計
算
し
ま
す
。
こ
の
結

果
、
相
続
税
の
基
礎
控
除
額
以
下
で

あ
れ
ば
相
続
税
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
相
続
税
の
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
も
相
続
時
精
算
課
税
を
適

用
し
た
財
産
に
つ
い
て
既
に
納
め
た

贈
与
税
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
税

の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
時
精
算
課
税
の
選
択
と
相
続
税
の
申
告
義
務



3─11月号

製
造
業
者
や
販
売
業
者
が
美
容
業
者

や
理
容
業
者
を
対
象
と
す
る
場
合
や
、

②
機
械
又
は
工
具
の
製
造
業
者
や
販

売
業
者
が
鉄
工
業
者
を
対
象
と
す
る

場
合
な
ど
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象

と
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
配
布
す
る
物
品
が
高
額
な

場
合
や
、
特
定
少
数
の
取
引
先
だ
け

に
贈
答
を
す
る
場
合
に
は
、
交
際
費

等
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

４　

福
利
厚
生
費
と
の
区
分

　

福
利
厚
生
費
と
は
、
専
ら
従
業
員

の
慰
安
の
た
め
に
通
常
必
要
な
費
用

の
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
内
の
行
事
に
際

し
て
支
出
す
る
、
①
創
立
記
念
日
や

新
社
屋
落
成
式
等
に
際
し
従
業
員
等

に
概
ね
一
律
に
社
内
に
お
い
て
供
与

す
る
通
常
の
飲
食
費
、
②
従
業
員
等

又
は
そ
の
親
族
等
の
慶
弔
、
禍
福
に

際
し
支
給
す
る
金
品
に
要
す
る
費
用
、

③
運
動
会
、
演
芸
会
、
旅
行
な
ど
の

費
用
が
該
当
し
、
こ
れ
ら
の
費
用
が

一
定
の
基
準
に
従
っ
て
概
ね
一
律
に

支
出
さ
れ
る
も
の
を
福
利
厚
生
費
と

し
て
処
理
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
役
員
だ
け
と
い
っ

た
社
内
の
一
部
の
者
の
み
を
対
象
と

し
た
慰
安
旅
行
や
社
内
規
定
に
基
づ

か
な
い
高
額
な
慶
弔
費
等
は
、給
与
、

交
際
費
な
ど
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

５　

寄
附
金
と
の
区
分

　

寄
附
金
と
は
、
金
銭
、
物
品
そ
の

他
経
済
的
利
益
の
贈
与
又
は
無
償
の

供
与
を
い
い
、
一
般
的
に
寄
附
金
、

拠
出
金
、
見
舞
金
な
ど
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
名
義
の
支

出
で
あ
っ
て
も
、
他
の
科
目
と
さ
れ

寄
附
金
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
社
会
事
業
団
体
や

政
治
団
体
、
神
社
の
秋
祭
り
の
寄
贈

金
な
ど
は
、
事
業
に
直
接
関
係
の
な

い
も
の
へ
の
金
銭
贈
与
な
の
で
、「
寄

附
金
」
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
見
舞

金
等
を
渡
し
た
相
手
が
取
引
先
で
あ

れ
ば
「
交
際
費
等
」
に
な
り
、
社
長

や
役
員
の
個
人
的
な
お
付
き
合
い
の

相
手
に
支
出
す
る
も
の
は
社
長
等
へ

の
「
給
与
」
に
該
当
し
ま
す
。

６　

会
議
費
と
の
区
分

　

会
議
費
と
は
、
社
内
の
会
議
や
商

談
、
打
ち
合
わ
せ
に
関
連
し
て
支
出

し
た
貸
会
議
室
費
用
や
資
料
代
、
飲

食
費
（
茶
菓
、
弁
当
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
飲
食
物
）
等
で
通
常
要
す

る
費
用
で
す
。

　

な
お
、
打
ち
合
わ
せ
等
が
お
昼
を

跨
い
だ
場
合
に
支
出
し
た
昼
食
に
つ

い
て
も
、
そ
の
費
用
が
通
常
要
す
る

費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
会
議
費
で
処
理
し
ま
す
。

７　

交
際
費
等
Ｑ
＆
Ａ

　

会
社
の
業
務
の
一
環
と
し
て
、

他
社
の
懇
親
会
に
社
員
を
出
席

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
支
出
し

た
会
社
か
ら
懇
親
会
場
及
び
懇
親

会
場
か
ら
自
宅
ま
で
の
タ
ク
シ
ー

代
は
交
際
費
等
に
当
た
り
ま
す
か
。

　

こ
の
タ
ク
シ
ー
代
は
、
他
社

が
主
催
す
る
懇
親
会
へ
の
出
席

費
用
で
あ
り
、
得
意
先
等
に
対
し

て
自
社
が
行
う
接
待
の
た
め
に
支

出
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
交
際
費
等
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
自
社
が
懇
親
会
を

主
催
す
る
際
に
得
意
先
を
会
場
ま

で
案
内
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ

ー
代
は
、
得
意
先
に
対
し
て
自
社

が
行
う
接
待
の
た
め
に
支
出
す
る

も
の
で
す
の
で
、
交
際
費
等
に
該

当
し
ま
す
。

　

健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
巡

回
バ
ス
に
よ
る
健
康
診
断
を
実

施
し
て
お
り
、
代
理
店
等
の
全
従

業
員
に
対
し
て
も
希
望
者
に
は
健

康
診
断
を
受
診
さ
せ
、
そ
の
費
用

を
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
代
理

店
等
の
従
業
員
の
た
め
に
負
担
す

る
巡
回
健
康
診
断
費
用
は
、
交
際

費
等
又
は
寄
附
金
以
外
の
損
金
と

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

代
理
店
等
の
全
従
業
員
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特

約
店
等
の
従
業
員
を
被
保
険
者
と

す
る
掛
捨
て
の
生
命
保
険
の
保
険

料
を
負
担
し
た
場
合
と
同
様
に
、

「
販
売
奨
励
金
等
」
と
し
て
代
理

店
等
に
金
銭
を
交
付
す
る
場
合
の

費
用
に
該
当
し
ま
す
。

　

取
引
に
必
要
な
情
報
を
第
三

者
か
ら
受
け
た
こ
と
に
対
し
て

支
払
っ
た
「
情
報
提
供
料
」
は
交

際
費
等
に
当
た
り
ま
す
か
。

　

そ
の
報
酬
が
あ
ら
か
じ
め
締

結
し
て
い
る
契
約
に
基
づ
き
計

算
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
役
務

内
容
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
れ

ば
、
交
際
費
等
か
ら
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Q1A1

Q2Q3 A2A3
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企
業
の
経
理
担
当
者
は
、
そ
の
支

出
が
「
交
際
費
等
」
に
該
当
す
る
の

か
、
広
告
宣
伝
費
や
福
利
厚
生
費
と

い
っ
た
「
隣
接
費
用
」
に
当
た
る
の

か
を
判
断
し
て
、
処
理
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

判
断
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
そ

の
支
出
の
目
的
、
支
出
先
、
内
容
な

ど
か
ら
確
認
し
ま
す
が
、
交
際
費
等

と
隣
接
費
用
の
区
分
に
つ
い
て
は
、

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
頭
を
悩

ま
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
の
費
用
が
交
際
費
等

に
該
当
す
る
か
否
か
に
よ
り
租
税
負

担
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
調
査
の
際
に
は
必
ず

交
際
費
等
の
支
出
に
つ
い
て
確
認
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
な
い
よ
う
に
正
し
い
理
解
が
必
要

で
す
。

　

今
回
は
、
交
際
費
等
と
広
告
宣
伝

費
や
福
利
厚
生
費
な
ど
の
隣
接
費
用

の
区
分
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
を

交
え
て
見
て
い
き
ま
す
。

１　

交
際
費
等

　

交
際
費
等
と
は
、
税
法
上
、「
交
際

費
、
接
待
費
、
機
密
費
そ
の
他
の
費

用
で
、
法
人
が
、
そ
の
得
意
先
、
仕

入
先
そ
の
他
事
業
に
関
係
の
あ
る
者

等
に
対
す
る
接
待
、
供
応
、
慰
安
、

贈
答
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為

の
た
め
に
支
出
す
る
も
の
で
、
広
告

宣
伝
費
、
福
利
厚
生
費
、
給
与
等
に

該
当
し
な
い
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
交
際
費
等
な
の
か
、

広
告
宣
伝
費
等
の
隣
接
費
用
か
の
判

断
は
、経
費
科
目
の
名
目
で
は
な
く
、

実
質
で
判
断
し
ま
す
。

２　

交
際
費
等
の
損
金
算
入
の
特
例

　

交
際
費
等
は
税
務
上
、
損
金
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
中
小
法
人
に
つ
い

て
は
、
年
間
八
〇
〇
万
円
（
定
額
控

除
限
度
額
）
ま
で
全
額
損
金
と
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
法
人
を
対
象
に
飲
食
の

た
め
に
支
出
す
る
費
用
「
接
待
飲
食

費
」（
た
だ
し
、
専
ら
そ
の
法
人
の
役

員
若
し
く
は
従
業
員
又
は
こ
れ
ら
の

親
族
に
対
す
る
接
待
等
の
費
用
「
社

内
接
待
費
」
は
除
く
）
の
五
〇
％
を

損
金
に
算
入
で
き
る
特
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
中
小
法
人
は
、
こ
の
特
例

と
定
額
控
除
限
度
額
ま
で
の
損
金
算

入
の
い
ず
れ
か
を
選
択
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
法
人
を
対
象
と
し
た
制

度
と
し
て
は
、
一
定
の
書
類
を
保
存

し
て
い
る
こ
と
を
要
件
に
、
飲
食
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
の
た
め
に

要
す
る
費
用
（「
社
内
接
待
費
」
を

除
く
）
で
、
一
人
あ
た
り
の
金
額
が

五
、〇
〇
〇
円
以
下
の
飲
食
費
に
つ
い

て
は
、
交
際
費
等
の
範
囲
か
ら
除
外

さ
れ
、
全
額
損
金
に
算
入
で
き
る
制

度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
書
類
と
は
、
飲
食
を
し
た

年
月
日
、
飲
食
に
参
加
し
た
得
意
先

等
の
氏
名
、
飲
食
に
参
加
し
た
人
数

等
が
記
載
さ
れ
た
書
類
で
す
。

３　

広
告
宣
伝
費
と
の
区
分

　

広
告
宣
伝
費
と
は
、
不
特
定
多
数

の
者
に
対
す
る
宣
伝
の
た
め
に
支
出

す
る
費
用
で
、
お
中
元
や
お
歳
暮
の

時
期
に
社
名
入
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、

手
帳
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
を
配
布
す
る

た
め
に
通
常
要
す
る
費
用
で
あ
れ
ば
、

交
際
費
等
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
製
造
業
者
や
卸
売
業
者
が

抽
選
に
よ
り
一
般
消
費
者
に
対
し
金

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
旅
行
、

観
劇
な
ど
に
招
待
す
る
た
め
の
費
用

や
金
品
引
換
券
付
の
商
品
の
販
売
に

伴
う
一
般
消
費
者
に
金
品
を
交
付
す

る
た
め
の
費
用
、
小
売
業
者
が
商
品

を
購
入
し
た
一
般
消
費
者
に
対
し
景

品
を
交
付
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
も

広
告
宣
伝
費
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
こ
の
場
合
、
①
化
粧
品
の

交
際
費
等
と
隣
接
費
用
と
の
区
分


